
ＪＡ尾張中央（以下、ＪＡ）は、良質米生産に向けて適切な水管理や施肥管理、病害虫防除等

に関する研修会を開催しました。農業改良普及課は講師として、令和元年産の気象状況や生育状

況、病害虫の発生状況を説明しました。また、ＪＡ管内では令和２年産から水稲糯品種「こはる

もち」の種子及び苗の販売が始まるので、その品種特

性についても情報提供しました。 

「稲作勉強会」は１月９日（木）に小牧地区で２会

場、１月１０日（金）に春日井地区で２会場の計４会

場で開催しました。いずれの会場でも多数の参加者が

あり、稲作に対する関心の高さが伺えました。令和元

年産においてＪＡ管内で白葉枯病の発生が目立った

ことから、同病の病徴や感染経路、防除方法に関する

質問が多く出されました。 

農業改良普及課は、若手女性農業者を対象として「地域の農産物を使って子供のおやつ作り」

をテーマに、セミナーを開催しました。講師である地元の酪農家が搾乳した牛乳を使って、ミル

クプリンやカッテージチーズなどの牛乳加工品を作り、参加者は短時間でおいしく作れることに

感心していました。 

本研修は、女性農業者活躍支援事業を活用して実施しています。今年度３回目となる今回は、

乳幼児を持つ対象者でもセミナーに参加しやすいように託児サービスを提供しました。 

講師を務めたのは「農村輝きネット・海部」に所属

する「酪農女性部」の会員３名で、講師が当日搾乳し

たばかりの牛乳を使って実習をしました。実習中には、

おやつ作りのアドバイスのほかに、自身の経験を若手

女性農業者に話したり、助言を与える場面もありまし

た。試食の際には、子供への食育の重要性なども参加

者に伝えました。 

参加者からは、「短時間で手軽に調理できることが

分かった」「ぜひ家でも作りたい」等の声が上がりま

した。また、参加者同士で農業への参画状況や近況を

報告し合い、交流を深めました。 
牛乳を使ったおやつ作りを教わる参加者 

海 部 牛乳のおやつ作りを若手女性農業者が学ぶ

と き 

ところ あいち海部農業協同組合北部営農センター（津島市大縄町） 

令和２年１月３１日（金）

尾 張 「稲作勉強会」で良質米生産技術の向上を支援 

と き

春日井市、小牧市

令和２年１月９日（木）、１０日（金） 

ところ

「稲作勉強会」の様子 



知多４Ｈクラブ連絡協議会は、地元新鮮野菜にこだわるイタリアンレストランで農コンパー

ティーを開催しました。応募のあった２０～３０代の女性６名とクラブ員１０名が交流し、若手

農業者の魅力を感じてもらうことができました。交流会の最後に、気になる異性にメッセージ

カードを渡すことで自分の思いを伝えるイベントも行いました。 

パーティーの進行は役員が行い、参加の男女がお互

いに全員と話ができるよう、時間を区切って男性のみ

順番に席移動してもらいました。頻繁に席移動があっ

ても、会話が途切れることなく、楽しい時を過ごせた

ようでした。メッセージカードは、今後とも連絡を取

りたい異性に思いを伝えるカードで、カード記入タイ

ムを設けて記入してもらい、該当する相手用の手土産

袋に役員が入れる方式としました。 

開催に当たっては、企画、ＰＲ方法、参加女性の募

集、レストランとの打合せなど、クラブ員が工夫を凝

らし、積極的に行いました。 

ＪＡ西三河農作業受託部会員の内田修二氏が令和元年度全国麦作共励会農家の部トップの農

林水産大臣賞を受賞しました。内田修二氏は、令和元年産小麦 38ha を栽培し、「きぬあかり」

702kg/10a、「ゆめあかり」649kg/10a と県平均を大きく上回る収量を上げています。省力化・低

コスト技術、適期作業と丁寧な追肥作業などにより高単収、高品質を実現している点が評価され

ました。 

天候の影響を受ける小麦栽培ですが、内田修二氏の経営は、

安定した高い収量が特徴です。無人ヘリコプターの共同所有、

アップカットロータリー播種による播種後の除草剤削減な

ど省力化、低コストの取り組みも評価されました。また、排

水対策や病害防除の徹底など基本技術の励行や適期播種・適

期収穫の徹底など内田修二氏の技術レベルの高さは、産地と

してＪＡ西三河農作業受託部会の評価にもつながります。部

会としても、内田修二氏の受賞を励みに益々小麦生産に力が

入っています。 

メッセージカード、誰に渡そうかなぁ 

知 多 カップル成立なるか４Ｈクラブ農コンパーティー

と き 

ところ イタリアンレストラン「ノンナ・カコーレ」（東海市） 

令和２年１月２５日（土）

西三河 西尾の内田修二氏、全国麦作共励会農林水産大臣賞

と き 

ところ 西尾市

令和元年１２月２３日（月）

農林水産大臣賞を受賞した内田夫妻



農業改良普及課は、農業経営に関する基礎知識の向上を目的に、農業人材力強化総合支援事業

を活用して、新規就農者向けの研修会を開催しました。研修会では、新規就農者８名が出席し、

税理士が所得区分や各種控除、棚卸など確定申告に関する講義を行いました。農業改良普及課は、

農業次世代人材投資資金の申告の注意点、決算書の記入の説明を行いました。 

農業改良普及課は、収入保険制度、農業金融制度など、今後農業経営を発展させるうえで必要

な農業経営の基礎知識の概要を説明しました。 

参加者から、棚卸処理の考え方などの質問があり、

受講後のアンケートでは、「受講前より知識が向上し

た」、「参考になった」と回答する参加者が多く、決

算処理、確定申告を行うための基礎知識の向上を図る

ことができました。 

今後も継続して、研修会などを通じて新規就農者が

農業経営の基礎的な知識を早期に習得できるように

支援します。 

女性登用の促進や男女共同参画推進を始め地域農業についての情報・意見交換を目的として、

農村生活アドバイザー新城設楽支部会員が愛知東農協組合長と農政懇談会を開催しました。会員

出席者７名から農協の方針に関することから身近な小さな要望まで組合長に対して意見・提言等

を発表しました。組合長から丁寧な回答をいただき、有意義な意見交換となりました。 

管内農業リーダーの女性農業者の農業分野における政策や方針決定への参画を推進し、新城設

楽地域の農業発展と地域活性化に資するため、農業関係機関との意見交換を行う農政懇談会を毎

年、開催しています。今回は、愛知東農業協同組合 海野文貴組合長を招き、農政懇談会を開催

しました。出席した農村生活アドバイザー７名それぞれ

から組合長に対して意見等を発表しました。意見内容は、

今後の農協の取組について知りたい、営農担当者の人材

育成を的確に実施し、人事異動を配慮してほしい、新設

のグリーンセンターに女性の意見を盛り込んでほしい

などです。それぞれの意見に対し組合長から丁寧な回答

をいただき、女性農業者の意見を聞く機会は貴重であり、

このような場を設定してくれたことに感謝するとのお

話がありました。 

と き 

ところ 豊田加茂総合庁舎（豊田市）

令和２年１月２２日（水） 

新規就農者が確定申告について学ぶ 豊田加茂 

新城設楽 農村生活アドバイザーが愛知東農協組合長と農政懇談会を開催

と き 

ところ 新城設楽総合庁舎（新城市）

令和２年１月１７日（金）

確定申告の説明を行う講師の税理士 

農政懇談会の様子 



農業改良普及課は、蒲郡市に対して初の取組として新規就農者激励会の実施を働きかけてきま

した。その結果、蒲郡市農林水産まつりのステージ企画で、「ニューファーマー＆フィッシャー

マンのつどい」の開催が実現しました。参加した新規就農者４名と漁業者１名は、経営の概要や

今後の抱負を力強く語り、市長始め大勢の来場者に熱い思いを伝えました。 

このつどいは、地域農業、漁業の担い手となる新規就農者、漁業者の思いを市民に知ってもら

うことを目的に開催しました。当初、農業者を対象としま

したが、趣旨に賛同した漁業団体が新規就業漁業者に呼び

かけ、農業者、漁業者が一堂に会することとなりました。 

農業改良普及課は、新規就農者に参加を誘導し、今後の

抱負など発表内容を助言しました。今後の抱負では、「イ

チゴ生産のレベルが高い蒲郡市で就農を決めた。新しくイ

チゴを始める人のモデルになりたい」などと決意表明があ

りました。蒲郡市長からは「蒲郡の産業を皆さんが盛り上

げてほしい」など激励の言葉が贈られました。 

キャベツの収穫作業は、①収穫する株に進み前かがみになる、②包丁で切る、③持ち上げて調

製する、④コンテナまたは運搬車に載せる、を繰り返します。前かがみの姿勢を長く続けている

と腰への負担が大きくなります。収穫作業の軽労化を図るため、作業姿勢を矯正し腰への負担軽

減が期待されるアシストスーツの効果を確認しました。 

アシストスーツは、無動力タイプの「サポートジャケット Bb+FIT WIDE」で検証しました。生

産者９名に対してキャベツ収穫作業の姿勢を調査した結果、前

かがみの角度は 84～101°でした。また「膝を曲げるまたは曲

げない」、「重心を両脚にかけるまたは片脚にかける」、「背中が

まっすぐまたは曲げる」のように作業姿勢には個人差があるこ

とが分かりました。 

アシストスーツを装着した場合で比較すると、前かがみ姿勢

は装着前が 90°で、装着後は 87°となり、前かがみ姿勢は３°

改善されました。収穫したキャベツを持ち上げる際、腰から膝

に付けたベルトが縮むことで上体が起こしやすくなり、腰への

負担が軽減されることが確認できました。 

田 原 キャベツの収穫はアシストスーツで軽労化

と き 

ところ 田原市 

令和元年１２月

東三河 蒲郡市でニューファーマー＆フィッシャーマンのつどいを初開催

と き 

ところ ボートレース蒲郡（蒲郡市）

令和２年１月２６日（日）

アシストスーツ装着時の作業姿勢 

87°
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